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洞江教学不同于悟音ぐt吾法教学。悟音和悟法屬于珸言教学的第一

険殺,通 這遷畍段以后,祢 可能再也用不着花吋向傾注于它了。不迂,'
洞江教学却貫穿于教学的全部迂程,整 个外悟教学違程也就是枳累新
・的洞悟的冠程

。'因此,洞 江:教学的成敗是整个外珸教学成敗的重要美

鍵。在此想淡一淡我們該如何オ能正礁地処理洞元教学向題。

キーワ≒ ド:中 国語教育 ・語彙教育 、応用言語学、 中国語授法、言

語の四技能

0.・近年、.、日本の中国語教育は目を見張る進歩を遂げ、かつて我ルが中国

語を勉強 したときめ学習環境とは雲泥の差がある。毎年出版される汗牛充

棟の教材ぐ有用な辞典、ネイディブス営一力を含㊧豊かな 广師資」、 おま

けにいくつもめ中国語検定試験が妍を競 うざまはまことに中国語学習の黄

金時代である6箏 者 も中薗語の教育を生業とずる教師の端 くれであるが、

考えてみればこれまで中国語の学び方、教えガ といら九 もめ1どついてなん

ら特別な思いを致さずく毎年学年初あに適当な教材を選び、その教科書あ

授業方針をそのまま受け入れゼ教室で展開 して来たに過ぎなからた。なに

しろ教室では教師は帝王であるか ら、教師に確乎とした教育理念はなくと

もなんとかその場は凌げるのである。いまく自分自身が教えを受けた先生

方の教え方を思い出してみると、たいへん幸運なごとに筆者の先生方はす

べて中国文学、中国語学畑の高名な教授ばかりであって、噛その教え方 には

それぞれに独特なところがあり、決 して上手な語学教師ばか りではなか っ
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たような気がする。学隼 は教室では先生方の学問と人格の力に圧倒 され学

習意欲を掻き立て られるζとになるが、その場で語学的訓練を受ける時間

は却って少な く、実用的語学力の方は街の語学学校、講習会に出かけていっ

てなんとか補おうと努めた ものであった。

ところが自分が教壇に立 って見て感 じたことは、 自分には諸先生方のよ

うな学問の力 も人格的魅力 も微塵 も具わってない。自身の役割があるとす

れば、中国語を実技として学生に学ばせるための トレーナーに徹すること

ではないかということであった。そのため、教室の中ではできるだけ大き

な声で話 し、発音や読みの訓練に多 く時間を割 くように心がげたbそ の場

その場でいろいろな教授法を試みたこともあり、それなりの努力はしてき

たっもりであるが 、 しか し中国語学習とか教育の方法について全面的に研

究 して見ようとしたことは恥 しながら無かった。

よきトレーナこ'たる条件 はなにか。そ
■れは一定の教材を一定のやり方で

学習者に提示 し、説明し、 トレーニングさせ、身にっけさせることに違い 「

ない。 これはすなわち技術の問題であって、学術の問題ではない。その際、

教授方法 はできるだけ教授者の個性による偏 りを避 けて、画一化 されてい

ることが望ましく、そのためには指導マニュアルが確立 していなければな

らない。画一的な統一マニュアルに従って トレーニングを施すのであれば、

トレーナーの資質の低さに起因する学習上の困難は大きく軽減できるはず

であり、学習者 は安心 して訓練を受け、テス トを受け、階梯を順次上って、

所期の目的を達することがで きる。 このように、スポーッ界や他の語学で 『

は当然のこととして行われているであろうことが中国語教育たおいては未 『

だ十分ではないと思 う。中国語教育の統一的教授マニュアルといったもの

の出現を筆者が切望する原因もそこにある。実践的には、既存の営利的な

民間中国語テス トや大学入試の共通試験が十分に発展すれば、それを通 じ

て学習教授マニュアルの確立が期待できるはずである。 もちろんどのよう

なマニュアルが最 も有効かにっいては議論が起るであろうが。

マニュアルは経験の集積に他ならないが、経験は本来個人的かっ具体的
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なものでうる。そのたあ個々の生の経験を万人共有の知識に仕立て上げる

ことは不可能ではないとしても、そのままではなかなか難 しい。それには

それらを抽象 して理論化するのが一番である。およそ応用言語学 という分

野は言語学習、言語教育上のもろもろの経験を収集 し、記述分析するもの

であるらしいから、中国語教育の現場でも有効な理論武装の武器を提供 し

て くれるはずである。遺憾なことにわが国の中国語教育界において教育方

法に対する理論化の試みが十分になされてきたとは思えない。斯界に応用

言語理論が速やかに導入されることを希望する所以である。

これを要するに、

1)中 国語教師は中国語学習者の トレーナーであるべ きこと。

2)ト レーナー用マニュアルが整備されるべきであること。

3)マ ニュアル化のための理論武装がなされるべきこと。

4)理 論武装ゐ武器として応用言語学を研究すべきこと。

今年思いもかけず 「中国語科教授法」 という教育科 目を担当せざるを得

ない羽目になって、遅れ馳せながら中国語にあっても教授法について一定

の知識を身にっけておくことは無駄ではないと思 うようになった。授業担

当者(筆 者のこと)も 受講者もいわば平凡な能力 しか具えていない普通の

人間であり、そのような凡人が中国語を教えなければならない立場に立た

されたならば、一定の教育システムとマニュアルに従って授業を進めた方

が効率的なはずだからである。そこで、現在、中国語教育方法論の理論的

水準はどのようなものかと日本、中国、アメ リカなどの研究論文の収集に

とりかか った。その結果分かったことは、アメ リカの中国語教育論がいっ

も時々の言語学思潮 と言語観の移 り変わりの大 きな影響下 にあること、日

本では中国語学習が隆盛を見ている割には方法論への関心が薄いこと、中

国は近年た くさんの語学留学生を受け入れるようになって次第に中国語教

育1)の 方法に関心が集 まり、理論化への試みが始 まっていることなどで

あった。 しかし中国語教育方法論の理論化が益々必要とされて来 るのは自

明のことなので、 日本 においても中国において もこの分野の研究は進展し、
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近い将来必ず中国語教育(工)学 といったディシプ リンの確立を見ること

と思われる。

そのような訳で、先行の研究成果を十分に踏まえているとは言い難 いの

であるが・ ここでは中国語を教える上で最 も取 り扱いに苦慮する語彙の教

え方について多少の思うところを述べてみたいのである
。

1.中 国語教育の目的はなにか。 このような大問題をここで論ずるっ もり

は毛頭ないが・中国語教育の目的はととばの教育にある
.こ のことは最低.

限押えておかなければならない・中国語教育の目的はなによりもまず学生

の中国語の運用能力鱶 成することにあるのであって、単に言語学上の知

識を与えたり文学作品の雛 力を高め齣 するためにあるのではない
.す

なわち、学生の学習の動機がなんであれ、教師は学生 にコミュニケーショ

ンの道具、媒介 としての中国語能力を身に着けさせることを目標に訓練を

施すのである・このような本来の目的に沿っ燉 育方齢 が構築されなけ

ればならず、言語学あるいは文学論を投影 させることは極力避けねばな ら

ない・従 って明らかに死語となってしまっ傭 彙やあまりに文語的な語彙

の導入あるいは分析は極力避 けるべきである
。

次に・中国語 は英語やフランス語などと『同様に外国語 として学ばれ教え

られるべきものである・以前は中国語を恰 も歡 や国語を学ぶ力洳 くに学

びかっそのよう・に鞭 する風潮があったので、このことはしば しば強謝

れたものである・2)い まではそのような鵬 は2肖滅 しつっあるが
、 ここで

筆者が強調 したいのはそのことではなく、幗 語が外国語の踵 として取

り扱われるのならば・鞭 法の面 においては英語や(外 臨 としての)日

本語のそれと共通点が多々あるに違いないということである
.薙 をはじ

めとする外国語教育の方法論は中国語に比べて大きく進歩 している
。一それ

らの中には一般化の可能な要素 も多いであろう
。そのよ うな共腰 素を積

極的に摂取することは中国語教育方法論の構築に不可欠のことと思われ

る。3)
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加えて、中国語 はまた言語として他言語か ら区別されるべきそれ自身の

特徴をもっていることは言うまでもない。たとえば、補 語や 「把」字句を

どのように処理するかはいっも頭の痛い問題であるが、そのような特殊性

こそが他言語 における教育方法あるいは外国語教授法一般から中国語教授

法を分離独立 させるポイントである。発音、文法、語彙、文字の特殊性加

えて、 この言語の歴史的、社会的背景に対する一定の理解なしには言語教

育 も成立 しない。 もろもろの特徴を総合 した トータルな教授方法論途提起

され、教授項目が確定 され、教育 システムが構築されることが待ち望まれ

るのである。

2.コ ミ.ユニケーションの媒介手段の獲得を目指す という目的から見れば、

中国語教育は一種の技術教育であり、車の運転やパ ソコン操作を学ぶのと

同じような技能訓練に他ならない。その具体的な内容が 「聞き㍉話 し、読

み、書 く」のいわゆる言語の四技能 というととになる。「聞き、読む」 に

っいては発話を誤 りな く理解できるスキルを、「話 し、書 く」 にっいては

正 しく適切 な表現ができるスキルを獲得させること、 これに尽きる訳であ

る。

これらの言語技能の訓練は 「発音、文法、語彙、文字」 という言語四要

素それぞれにおいて施される。 このうち発音教育 はたとえば声母、-韻母、

声調の習得とピンイン規則の理解、文法教育はたとえば 「主、謂、賓、定、

状、補」といった文法要素とその配列規則、機能語の用法、 「把」字句の

ような特殊文型、複句の分析等々、なにか しら項目列挙の可能な要素につ

いて反復訓練 される場である。言い換えれば訓練を受けて習得すべき項 目

は有限である。 これに対 して 「語彙」は、単語の意味の理解、品詞の分類、

用法の熟練等々を言語学習のすべての段階を通 じて実践せねばならず、こ

れこれの項目を学習すれば終了といった性質のものではない
。また発音と

文法の教育も語彙を素材 にして行われ、一定量の語彙を身にっけることに 『

よって四技能の訓練 も円滑に進行する。語彙教育は学習の全過程をカバー
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する語彙の蓄積過程であって、その量は多ければ多いほど 「聞き、話 し、

読み、書 く」技能の習得に利するわけで、もしこれに成功 しなければコミュ

ニケーション能力の獲得はおぼっかない。中国語のような文法上の形態の

貧弱な言語の習得における語彙教育学習の重要性は経験的によく知られて

い る こ と で あ ・る。

3.語 彙導入に当たって注意すべき基本的な問題は、一に適切な教材を:選

ぶことであり、二に導入すべき語彙数を考慮することである。学生の基礎

的なコミュニケーション能力を作るためには、基本語彙、常用語彙がバラ

ンスよく含まれる教材を選択すべきであり、 しかもそのような基本語彙、

常用語彙が幾っかの単元に渡 って適当に繰 り返 し出現するのが理想である
。

一日当たりの学習に導入 される語彙 は20語 か ら30語 が好 まし
いことが経

験的に知られている。初級段階で導入 される語彙の総数はもし年間100日

を授業 日数に当てれば、一年3000語 の学習を初級段階 とする通説 によ く

合 うことになる。中級水準で5000語 、上級水準で8600語 といわれるが、

中級、上級でどのような語彙項目をどのような教材た求めるかとなると
、

大 きな困難があることは容易に想像できる。そこで、語彙教育の段階を初 』

級段階と中、上級段階に分けて考えてみる。

初級段階においては学生 に一定の教材と一定の語彙を与えるというのが

一般である
。教材は多く場合教師の採用する教科書である。新出語彙は本

『文
、練習、文法解説などの中で導入 されるが、他に新出語彙一覧表が必ず

付けられる。これ億 もちろん各単元の中から抽出 して纏められる訳であろ

うが、なかには、本文(会 話も含む)を 作る前にその単元めテーマあるい

は シ ー ン.の大綱 を定 あ、 そ の テ ー マ と シー ンに不 可 欠 か っ相 応 しい基 礎語 、

常用語を確定 しておいて、最後に本文を書 き下ろすという『工夫の跡の窺え

る教科書 硯 られる・中国語の場合には文瀬 目の醐 に対する配麟 大

切ではあるが、このような語彙重視の教材がたいへん有用だと思われる
。

導入すべき語彙数にっいては、少ない語彙項目を時間をかけて友復練習
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すべきだという意見もある。ζのような教科書では単元を跨いだ重出率が

高 くなる。 あるいは1っ の単語の導入に当たって、同義語、類義語、反義

語等の関連語彙を多く紹介 したほうがいいとする意見 もある。あるいは教

師が教室でこれらを紹介 して補充することも多いであろう。 しかし、 これ

も度を超すと学生の負担を増や して消化不良を招 く結果となる。また、1

つの語の語義や用法が複数あるとき、それ らをどのように、どの程度導入

したらよいかという問題 もある。たとえば、「先生」 という単語 は入門段

階の教科書では 「男性た対する敬称」の意味でのみ現れることが多いけれ

ども、「夫」や 「教師」 の意味用法はどこでどのように学ばせるべきかと

いった問題である。か りに新語の導入が1単 元当たり30語 を指標 とする

と決めて も、上のような事項を含あて30語 とするのか否か。 このような

問題は学習者の記憶負担の問題で もあるが、語の記憶にとってどのような

学習法が有利かという心理言語学の応用の問題でもある。語彙教育論にお

いて検討 されるべき課題の一っである。

関連する研究課題としては冨どのような順序で導入すべきかという問題

もある。頻度表などを利用 し七使用頻度の高い語から導入 して行 くという

考え方 もあろうし、先のようにシーンに現れ得る語を纏めて導入するとい

う方法 も考えられる。分類語彙表で行われているようにたとえば 「手の動

作」に関する単語とか 「情緒」を表す単語を纏めて学生 に与えるというこ

ともありうる。合わせて、 これらの単語をどのように記憶 させるかという

問題 も重要である。強制的に暗記させるのがいいのか、単元 の中で読んだ

り聞いたりする練習の繰 り返 しの中で自然に記憶させるのがいいのか等々、

心理言語学や言語工学などの隣接分野と連携 して研究すべき課題は実に多

いo

中級、上級へと進むと記憶 した語彙数 も当然増えて くるが、基礎語彙を

十分 にマスターした後では、導入される語が実際のコミュニケーションに

おいて役 に立っ単語であるかどうかが問題 となる。実用性の高い語彙が多

く紹介 されるのみならず、それらが一定の単元と一定の時間を置いて何回
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か繰り返 し出現することは初級段階にもまして重要である。この段階にな

ると、同義語、類義語、反義語等に対 して積極的に吟味を加え乙ことも学

習効果をあげることとなろう。さらに進あば、単語を正 しく使える上に状

況に応 じて適切に使えるようになること、より良い表現ができるようにな

ることが目標となる。語の意味と使用に関する高度な分析は言語学と密接

な関係がある。言語学の知識は語学学生にそれほど必要ではないとしても、'

教授者 には有用なことが多いのである。

4・ 中国語教室における語彙の問題で厄介なのは同義語の敢り扱いである。

多 くの場合、 この語 とあの語 は同義であるといって済 ませ ることほできな

い。なぜなら、子細に観察すればそれ らの間には何か しらの区別途あるわ

けで、その事実を学生に知 らせ、違いを分か らせて応用に際して誤用 しな

いように訓練 しなくてはな らないか らである。従ってどのような同義語の

パターンがあるかを予め察知 しておくことは有用でもあ り、不可火でもあ

る。以下思い着 くままに幾っかのパターンを指摘 し参考 に供 してみたい。

1)そ もそも意義特徴に違いがあるもの。

厂漂亮」:「 美麗」

前者 は人やものごとの外的な美にっいていう。後者はそのほか内的

な美にっいてもいう。

2)社 会文化の背景を反映するもの。

「吃醋」を嫉妬の意味に使 うのは中国的発想によるもの、か?'

3)地 域による違い。

何歳?を 「幾歳」 というのは南方的表現である。冷房を 「冷気」「ど

いうのは香港 ・台湾的で、中国では 厂空調」が普通。

4)時 代による違い。

学 校を 「学堂」というのは古い表現であるが多少は生き銭っている。

5)対 象範囲の大小、広い狭いによる違い。

「援助」:「 幇助」
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前者は公の機関や国家間についていう。後者は私的な関係にっいて

いうことが多い。

6)正 式な表現 とくだけた表現の違い。

「要緊」:「 重要」

・前者は一般的なくだけた表現であるのにたいして
、後者は正式な対

象に用いることが多い。

7)口 語的表現 と文語的表現の違い。

「妨」:厂 乳」

前者 は口語語彙に現れ、後者 は文語語彙に現れる。

これ らを見ると、教室において教師(特 にネイティブスピーカの教師)

が、伺義語に置き換える方法で語義を説明するのは問題を含むことが分か

る。厂琶釜」を 「父親」 と単純 に置き換えて理解 すれば、子供 は父親に

「父親! ,」と呼びかけることになるであろう。

5.中 国語学習教育の時間的な流れを語彙の面から見ると、入門初級段階

では基礎的な名詞、動詞、形容詞 といった所謂実詞が多 く導入され口頭訓

練の素材として利用される。少 し進むと機能語(虚 詞)が 引用されその用

法が徹底 して注ぎ込まれる。機能語は数としては限定された素材であり、

文法項目との関係も密接で、第6節 で示す如 く言語的に重要なぶん、訓練

に時間が割かれることになる。機能語の習得が終われば再び実詞の蓄積に

力を入れなければならないが、数 としては初級段階のそれとは比べものに

ならないくらい多いし、一字多義語、同義語、類義語、反義語等等、語と

語の関係に対する理解をも深めなければならない。従 って、一語一音一義

といった単純な関係では済まない。特に多義語は他の語 との組み合わせを

通 じてイデオムを作ることが多いので、こ紅 らを蓄積 して行 くこともこの

段階での重要な課題である。たとえば、「打」は 厂打人」 ばか りでなく、

「～毛衣」、「～井」、「～官司」、「～草稿」、「～牙祭」などなどた くさんの

イデオムを作ることができる。 これらはみな記憶せねばならない。さらに
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上級になると普通のスタイル、丁寧なスタイル、ぞんざいなスタイルとい

うようないろいろな文体の内部において適切な語を選択 して行 くことも目

標にはいるようなる。基本的なコ ミュニケーションができる段階か ら場面

により相応 しいコミュニケーションのできる段階へと上がる訳である
。

6.最 後に中国語学習上の最難関である機能語の取 り扱いに触れておきた

い。中国語 は形態の貧弱な言語であるだけに機能語のマスター如何が学習

者の言語能力獲得 に大きく影響することは言 うまで もない。学習者の中国

語表現に現れる誤用の多 くは機能語の使い間違いによるものである。機能

語はまたす ぐれて文法教育 と関連の深いものである。機能語は名詞、動詞、

形容詞などと違 い、常用される数はきわめて少ないが、その代わ りに使用

頻度は抜群に高い。従って、有限個のものを繰 り返 しトレーニングさせ る

という点で、他の実詞の教育 とはまた異な った妙味があるわけである。

機能語 は限定的な語彙 ということから、多 くの教材では個々の単元にそ

れらを導入 して学生に網羅的に紹介 し理解 させようとする教授方法が採 ら

れているようである。いわば機能語の意味、用法を体系的かっ全面的教え

込 もうとする立場である。 しかし、 コミュニケーション能力の獲得という

基本か らすると、説明、定義、規則 を理解するだけでは不十分 なことは

(十分に反復練習するにしても)明 らかで、なによりも教室の現場 が無味

乾燥になりがちなのが問題である。

林語堂の 「開明英文法」 という中国人向けの英語教本があったことを思

い出す。 これはいわゆる表現文法 というもので、母語あ表現に対する外国

語の表現を幾 とお りも導入 し、自由に表現できるようになるまで練習 させ

るというものである。すなわち、学習者の側が表現 したい内容を提示 し、

教授者はそれに相応 しい中国語の表現を機能語を取りいれながら自然に提

示 して練習させる訳である。

同じ発想 に基づいて編纂された中国語テキストが筆者の学生の頃にもあっ

たはずであるが、どの程度の影響力があったのか分か らない。ともか く、
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表現力を養成するために文法を理解し語彙を増やすということが最も重要であ

るので、このような方法を再考してみるのも無駄ではないと思うのである。

7.中 国語教育において語彙を導入する際、遭遇することの比較的多い問

題をいくっか概観 した。何分、深い分析を経た結論と言うわけではないの

で、断定的な物言いはできないが、 この機会を借りていくらか問題を提起

してみたまでである。博雅の士の御教示を待ちたい。

注

1)こ の分野 を中国で は 「対外漢語教学」teachingforeignersChineseと 呼 ん で

いる。参考書 目に挙 げた もの以外 に も、数多の概説書、研究書、論文集が 出版 さ

れて いる。 これ をターゲ ッ トとする研 究会や シンポジウムも盛 んに開かれて いる

ようであ る。

2)但 し、正則でな い中国語学習 によ って仕入 れた語学知識 も、漢字 を媒介 と して

この言 語の読解力を養成す るのに意外 に役立 っ面 がある。逆 に近年 は低 い レベ ル

の実用 会話 がで きれば よいという学習態度 に流れ る傾 向 もあって、 いわゆ る買物

会話、旅行 会話で は 厂実用」で さえ ない、 とい うことも押 さえて おか なねば な ら

ないで あろ う。

3)呉 又煕(1994)は 中国語 ス ピーカに対す る英語 教育 の問 題点 と英 語 ス ピーカ

に対す る中国語教育 の問題点 とを対比 分析 し、独 自の外国語教育理論 を開拓 した

好著で ある。
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